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長崎が迎えた100年に一度の大変革期

国際観光都市



長崎の転入者•転出者の変化



15歳〜29歳の割合が極めて高い



新社会人

・理想の企業に出会わなかった

・せっかく身に付けたスキルを十分に生かせる仕事も

「長崎にはなさそう。」

学生が長崎にどんな企業があるのか知らない



県が実施した転出者へのアンケート

15～24歳の男女1546人が県外転出した理由（転勤除く）

「県内に希望業種・職種がない」（24.6％）

県内で働きたくても働けない



アンケート

↓

学生が求める職種を絞る

↓

企業を誘致



県内で就職した大学生や高校生の約40%

前後が3年以内に離職している



・県内に就職したい企業が少ない

・県内企業の労働環境の事前把握ができていない

私たちが注目する点

長崎にある
職業

自分が着きた
い職業

長崎にある
職業

自分が着き
たい職業

ここを増やしていく



私達が提案する政策

・若者向けの県内企業交流イベント事業

・県内企業の情報をまとめたサイトマップ作成



学生向けの県内企業交流イベント事業

まだあまり夢が固まってない

高校生や中学生のうちから

県内企業について触れる



県内企業をまとめたサイトマップの作成

例



県内企業をまとめたサイトマップの作成

例

分野別



県内企業をまとめたサイトマップの作成

例

福利厚生別



県内企業をまとめたサイトマップの作成

例

立地別



具体策

未就学の人 お年寄り 働く世代

ココロン
パスポートの

周知

老後生活に必要な
お金の増金
在宅訪問

奨学金の返済
旅行支援

美術館や博物館の入館料、無料



フィンランド



フィンランド🇫🇮

消費税はなんと

24%



ネウボラ

アドバイスの場

・健診は無料で利用率はほぼ100％

・全国のネウボラの数は約850です。
妊娠期間中は少なくとも8〜9回、出産後は15回ほど
子どもが小学校に入学するまで定期的に通う。

・保健師や助産師に専門家からアドバイスをもらう。

１つ目



子育てに関する社会保障制度の一例

母親手当

親の性別に関係なく、養子を含む子ども
を迎える家庭が受給可能

育児パッケージもしくは現金170ユーロ
(妊婦健診受診が条件） (21,250円)

2つ目



児童手当

1人あたり月額
(0－17歳未満全員に支給)

第1子 毎月94.88ユーロ (約11,860円)

第2子 毎月104.84ユーロ (約13,105円)

第3子 毎月133.79ユーロ (約16,724円)

ひとり親加算
子ども1人につき63.30ユーロ (7913円)

3つ目



長崎で
働きたい

働く人が
増える

税金が
増加する

公共の福祉
に利用

還元

充実度
UP

長崎に
住みたい


